
News Release   
2023年 4月 10日 
関越交通株式会社 

株式会社トランザクション・メディア・ネットワークス 

東武グループの関越交通とトランザクション・メディア・ネットワークスが連携し 

バス DXに関する取組みを開始 

東武グループの関越交通株式会社（本社：群馬県渋川市、取締役社長：佐藤 俊也、以下：関越
交通）と株式会社トランザクション・メディア・ネットワークス（本社：東京都中央区、代表取締
役：大高 敦、以下：TMN）は、本日締結した渋川市との連携協定の一環として、バスの利用実態
の可視化（見える化）を通じてバス DXの取組みを開始いたしました。 

1．背景と目的
関越交通は、群馬県渋川市を中心に路線バス・高速バス事業等を展開するバス事業会社で、運

行路線数 47、一日約 6,000 人の皆様にご利用いただいております。またキャッシュレス決済サ
ービス事業と情報プロセシング事業を推進する TMN は、決済に加え、様々な IoT デバイスと連
携して、これまで見えなかった情報を「見える化」するサービス開発に取り組んでおります。 
このたび、両者は「バスにおける DX」を推進する取組みに合意し、渋川市内を運行する関越交

通の路線バスに GPSセンサーや IoTカメラを設置して、バスの利用状況を「見える化」する取組
みを開始いたしました。 
本取組みは GPSセンサーや IoTカメラから得られる情報をもとに、バスの運行情報や、車内の

利用状況を把握し、「見える化」するものです。バスの利用実態を、正確に把握し、様々なサービ
スへ連携することで、今後の地域公共交通計画の策定やサービス改善に活用することが可能とな
り、バスをより利用しやすい環境の創出につなげることが期待されています。

２．取り組み内容 
関越交通と TMNは、2023年 4月から渋川市内を運行する関越交通の路線バス１台に GPSセ

ンサーを設置し、バスの運行状況（通過時刻・運行位置）について、データの「見える化」を開始
します。

2023 年秋以降 IoT カメラを装着し、バスの利用状況に関する様々なデータの「見える化」を
実施する予定です。 

３．今後の展望 
関越交通と TMNは、今後も継続的に連携し、データの「見える化」などを通じて地域公共交通

の利便性向上、および地域の持続的発展に資する取組みを行って参ります。なお、本取組みは、
本日締結した渋川市との連携協定に基づく取組みの一環です。引き続き関係者と連携して推進し
て参ります。 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社トランザクション・メディア・ネットワークス  
経営戦略室 広報 tmn-info@tm-nets.com 



News Release                     

 
＜参考＞ 
 2023年 4月から開始する「DXバス（仮称）」 
 

 
 

以上 
＜関越交通 会社概要＞  

代 表 者：取締役社長 佐藤 俊也 
本社所在地：群馬県渋川市中村字中島 608番地 1 
事 業 内 容：・一般乗用旅客自動車運送事業  

・一般貸切旅客自動車運送事業 
              ・一般乗合旅客自動車運送事業 

・特定旅客自動車運送事業 
・液化石油ガスの貯蔵、管理ならびに販売 
・自動車分解整備事業 ・損害保険代理業 ・不動産賃貸業 
・旅行業法に基づく旅行業 
・自動車損害賠償法に基づく保険代理業 
・自動車管理の請負業務 
・前各号に付帯する一切の業務 

設 立：1953年 6月 
資 本 金：6,815万 3000円 
U R L：https://kan-etsu.net/ 

 
＜TMN会社概要＞  

代 表 者：代表取締役 大高 敦 
本社所在地：東京都中央区日本橋 2-11-2 太陽生命日本橋ビル 18階 
事 業 内 容：電子決済サービスの開発及び提供 

情報プロセシングサービスの開発及び提供 
設 立：2008年 3月 
資 本 金：61億 3,580万 4,665円 
U R L：https://www.tm-nets.com/ 
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